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REAR no.52
ISBN978-4-907210-52-6 C0070　A5判並製168ページ　本体1000円2026年6月中旬配本予定

　　　冊 no.53 以降定期『REAR』

REAR no.48「美術評論家の仕事  追悼：中村英樹の時代」ISBN978-4-907210-48-9 C0070
REAR no.49「どう変わる？ 文化観光と博物館」ISBN978-4-907210-49-6 C0070
REAR no.50「「断面」から――馬場駿吉の振動する言葉」ISBN978-4-907210-50-2 C0070
バックナンバー　　　本体 1 0 0 0円

REAR no.51「うーまんめいどの現在 Women artists today, from Aichi」ISBN978-4-907210-51-9 C0070

バックナンバー　　　本体 6 0 0円

【特集】あいちの建築―万博と芸術祭から―
　国家的イベントとしての「万国博覧会」と、自治体の文化イベントとしての「芸術祭」。

「愛・地球博」から20年を経て、「国際芸術祭あいち」が開催された2025年において、

建築と建築家たちにはどのような変遷を見いだせるだろうか。公共事業と文化・芸術を

つなぐ「建築」の今を、あいちから問う。

【特集】戦後80年 戦争と美術の現在地
　かつての戦争と美術との関係を問い直す今。美術館や展覧会は、表象としての加害

と被害、国家に対峙する美術家という人間存在や歴史化への記録を、どれだけ掬い出

せるだろうか。戦後80年の不穏と希望をみつめる。

contents
特集【あいちの建築―万博と芸術祭から―】
愛・地球博と大阪・関西万博を比較する 五十嵐太郎
あいちの建築と美術：建築とアートの協働による地域のケアとリノベーション 服部浩之
今、既にそこに存在しているものへの眼差し 辻 琢磨
若い太陽と犬山をめぐるクロニクル 服部 敦
原っぱと万博 大室佑介
ハコモノをアップデートする――美術館・博物館建築のこれから――
 対談：村田眞宏×高橋秀治
2005から2025「あいちの建築」を読む 恒川和久
建築と文化の溝　瀬戸内とあいちとを通して 武藤 隆
特集【戦後80年　戦争と美術の現在地】
「戦後80年」を巡る戦争と美術の現在地 対談：平瀬礼太×永田晶子
沖縄県立博物館・美術館「戦ぬ前 ―沖縄文化の近代―」展を観て 鈴木勝雄
「戦後80年」関連展覧会における女性作家と女性像 吉良智子
【書評】軍人像の声、建築家の葛藤　戦後80年を考える 宮崎正嗣
遠い声に耳を傾け、繋いでいく方法を考える 小林麻衣子
ミュージアムが抱える距離 副田一穂
戦後八〇年と大艦巨砲主義の終わり 石崎 尚

【批評】
橋本平八の思想形成をするのは誰か？ 黒田大スケ
国際芸術祭「あいち2025」は星を結ぶか：
　シャルジャ・ビエンナーレ2023と比較して 西山恒彦
東野芳明展――その本質に迫れたか？ 天野一夫
【レビュー】
伊藤慶二　祈・これから 千葉真智子
祀っていたら、祭りになっていた　梅田哲也『シアターウォーク／
　A Walk in Theater』／梅田哲也　初秋の、鳴り釡 2025 西田雅希
常設企画展「近代名古屋の日本画界」 中野 悠
市橋安治展――マドリードからの軌跡をたどって 加藤 恵
「アンチ・アクション」と「プラカードのために」のあいだから 川浪千鶴
天命反転は続く　養老天命反転中! Living Body Museum in Yoro 平林 恵
Mois De La Photo à NAGOYA 2025　第9回写真の散歩道 楠本亜紀
吉岡弘昭は駆け抜ける 西村正幸
「佇まい」のデザイナー 木村一男氏に捧ぐ 金澤秀晃
中村宏（1932‒2026）の画業を振り返る 桝田倫広
しないでおく、ことで到来するもの──大木裕之さんを悼んで 朝倉芽生
 ほか多数


